
所　属 氏　名

朝日大学病院 漆　間　　　朋

朝日大学病院 中　野　未　来

朝日大学病院 小　池　紀　子

朝日大学病院 丹　羽　絢　音

朝日大学病院 奥　村　朱　理

朝日大学病院 黒　木　日香里

朝日大学病院 直　井　芽　美

朝日大学病院 松　本　きずな

朝日大学病院 杉　浦　由　佳

朝日大学病院 廣　瀬　恵理香

朝日大学病院 吹　上　貴　子

朝日大学病院 後　藤　志　穏

朝日大学病院 伊　藤　　　司

朝日大学病院 堀　　　峰　子

朝日大学病院 長　尾　沙　紀

朝日大学病院 志　水　由美子

朝日大学病院 谷　村　実　優

朝日大学病院 安　田　由里子

朝日大学病院 安　田　直　美

朝日大学病院 高　橋　美　佳

朝日大学病院 河　江　文　子

朝日大学病院 小　塩　祐　子

朝日大学病院 松　村　真　澄

朝日大学病院 福　田　吉　辰

朝日大学病院 田　切　和　美

朝日大学病院 牧　村　早弓里

朝日大学病院 鷲　見　沙衣子

朝日大学病院 小　寺　由　城

朝日大学病院 河　合　裕　己

所　属 氏　名

朝日大学病院 高　橋　利　恵

朝日大学病院 村　山　葉　月

朝日大学病院 大　野　仁　子

朝日大学病院 村　木　政　彦

朝日大学病院 近　藤　幸　子

朝日大学病院 近　藤　初　実

朝日大学病院 有　川　信　恵

朝日大学病院 清　水　ル　ミ

朝日大学病院 髙　井　泰　宣

朝日大学病院 足　立　　　啓

朝日大学病院 大　野　光　生

朝日大学病院 小　川　清　美

朝日大学病院 梅　田　康　子

朝日大学病院 澤　田　純　司

朝日大学病院 岩　崎　智　弘

朝日大学病院 金　山　里　架

解剖学 上　村　竜　也

歯科保存学 赤　堀　裕　樹

歯科保存学 小　畠　莉　里

歯科保存学 片　山　幹　夫

歯科保存学 尾　池　和　樹

歯科薬理学 大　野　雄　太

歯科薬理学 伊　藤　公　子

歯科薬理学 長　屋　知　里

口腔外科学 金　子　裕　康

歯科麻酔学 岸　本　敏　幸

口腔微生物学 逢　坂　まゆみ

社会口腔保健学 東　　　哲　司

歯周病学 森　永　啓　嗣

所　属 氏　名

留学生別科 新　實　葉　子

教職課程センター 虫　賀　文　人

歯科衛生部 岡　　　加奈子

歯科衛生部 工　藤　優　花

歯科衛生部 宮　崎　玲　菜

歯科衛生部 刈　谷　成　美

ＰＤＩ 岡　田　真　実

ＰＤＩ 市　橋　　　進

ＰＤＩ 三　井　怜　緒

学事一課（支援） 大　江　康　成

学事一課（支援） 長　屋　雅　子

学事一課（看護） 棚　瀬　　　舞

就職支援課 高　橋　直　仁

就職支援課 泉　川　正　幸

医療センター 藤　田　真理子

補綴第２ 澤　野　未　來

補綴 渡　邉　　　諒

障害者歯科 谷　口　裕　重

口腔研 酒　光　義　宣

口腔研（動物実験施設）奥　村　正　直

図書館事務課 山　口　志　帆

看護学科 原　　　好　恵

看護学科 村　山　晃　子

看護学科 佐　藤　章　伍

看護学科 北　村　真由美

看護学科 森　本　直　樹

合計　８４名

な が ら 会 新 入 会 員

　発刊となりました「ながら会報」35巻は平成最後の会報
になります。ついに平成も終わりとなりますが、皆様に
とって平成とはどんな時代でしょうか。過ぎ去りし30年
は、バブル景気後期からスタートし、その後のバブル崩
壊と、度重なる自然災害などによる激動の時代でもあり
ました。新しい元号では、穏やかで平和な時代となって
ほしいです。
　さて、近藤幹事長のはからいによりまして、もうすぐ

職員協議会「ながら会」のホームページの本
格運用が始まります。これ以後は「ながら会」に対する要
望等がホームページを介して集めることが可能になりま
す。どうかご利用ください。最後に、編集にご協力いた
だきました多くの方々に感謝を申し上げます。ありがと
うございました。

平成31年3月31日
編集委員　柏俣正典

第 35 号
平成31年 3 月31日

発　　行
朝日大学職員協議会「ながら会」

題　　字
宮田  慶三郎

※2019年3月現在のながら会会員費徴収者のうち、
　2018年4月～2019年3月31日採用者についてです。

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

朝
日
大
学
職
員
協
議
会

「
な
が
ら
会
」

 

冬
季
総
会
・
懇
親
会

日　
　

時
：
２
０
１
８
年
12
月
27
日（
木
）

場　
　

所
：
都
ホ
テ
ル 

岐
阜
長
良
川

参
加
人
数
：
■
■
■
名

− 12 −



夏
季
総
会
・
懇
親
会

日　
　

時
：
２
０
１
８
年
７
月
20
日（
金
）

場　
　

所
：
都
ホ
テ
ル 

岐
阜
長
良
川

参
加
人
数
：
■
■
■
名

− 2 −− 3 −



堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
一
部
の
参
加
者
は

初
体
験
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー

ト
で
ス
リ
ル
満
点
の
雪
山
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
も
楽
し
め
た
と
の

こ
と
で
し
た
。
天
気
は
良
か
っ

た
も
の
の
雪
と
戯
れ
冷
え
切
っ

た
体
を
ゲ
レ
ン
デ
に
併
設
さ
れ

る
「
宿
儺
の
湯
」
で
ゆ
っ
く
り

と
温
め
、
疲
れ
を
癒
す
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。
帰
り
は
映
画
を

み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
バ
ス
で

帰
宅
す
る
…
と
て
も
幸
せ
で
、

大
満
足
の
ツ
ア
ー
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
に
お
き
ま
し

て
も
大
き
な
事
故
な
く
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
こ
と

で
す
が
、ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
と
温
泉
の
組
み
合
わ
せ
は
最

高
で
す
！

　

来
年
度
も
、
皆
様
に
満
足
い

た
だ
け
る
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
企

画
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
初
心
者
の
方
、

温
泉
だ
け
楽
し
み
た
い
方
、
皆

様
の
ご
参
加
を
会
員
一
同
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
！

ス
キ
ー
同
好
会
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

合
同
ツ
ア
ー

　

平
成
31
年
1
月
26
日
か
ら
27

日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
毎
年

恒
例
の
ス
キ
ー
同
好
会
と
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会
の
合
同
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
昨
年
、
素
敵
な
温

泉
が
好
評
で
あ
っ
た
、
新
平

湯
温
泉
の
「
田
島
館
」
に
宿
泊

し
、
奥
飛
騨
の
「
ほ
う
の
き
平

ス
キ
ー
場
」
で
、
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
を
堪
能
す
る
と
い

う
ツ
ア
ー
を
企
画
い
た
し
ま
し

た
。
穂
積
キ
ャ
ン
パ
ス
・
医
科

歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
、
朝
日
大

学
病
院
の
各
部
署
か
ら
15
名
の

会
員
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

26
日
は
入
試
も
あ
っ
た
た
め

に
例
年
よ
り
少
し
遅
め
の
、
雪

が
降
る
中
で
の
穂
積
出
発
と
な

り
ま
し
た
が
、
バ
ス
の
中
か
ら

盛
り
上
が
り
、
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
た
夕
食
に
舌
鼓
を
打
ち
、

ほ
ろ
酔
い
気
分
で
雪
見
露
天
風

呂
を
満
喫
。
滑
走
当
日
の
27
日

に
は
雪
も
止
み
晴
天
に
、
ゲ
レ

ン
デ
に
は
新
雪
が
積
り
最
高
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
ス
キ
ー
や

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
思
う
存
分
、

ス
キ
ー
同
好
会

【 

連
絡
先 

】

住す
み

友と
も

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
会
長
）

（
歯
学
部
・
口
腔
外
科
学
分
野
）

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

【 

連
絡
先 

】

後ご 

藤と
う 

洋よ
う 

一い
ち

（
会
長
）

（
朝
日
大
学
病
院
・

  

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た
。

阿
智
村
は
平
成
18
年
環
境
省
実

施
「
星
が
最
も
輝
い
て
見
え
る

場
所
第
1
位
」
に
選
ば
れ
て
い

る
。
満
天
の
溢
れ
ん
ば
か
り
の

星
を
期
待
し
て
い
た
。
が
っ
、

し
か
し
、
夜
空
の
全
域
は
雲
に

覆
わ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
雲

量
10
で
あ
る
。
さ
ら
に
雨
も
降

り
出
し
て
き
た
。
結
局
、
星
空

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
で
は
わ
ず
か
の

星
影
を
も
感
じ
と
れ
ず
、
早
々

に
下
り
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
帰
宿
と

な
っ
た
。

　

翌
日
は
天
候
が
回
復
、
新
た

な
気
分
で
愛
知
県
新
城
市
の
鳳

来
峡
へ
と
向
か
っ
た
。
湯
谷
温

泉
近
く
の
田
舎
茶
屋
ま
つ
や
で

食
事
い
た
だ
い
た
の
ち
、
鳳
来

寺
や
鳳
来
山
東
照
宮
を
巡
っ
て

ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
た
。
二
日
目

の
宿
は
ハ
マ
ナ
コ
テ
ー
ジ
で
あ

る
。
最
終
日
は
航
空
自
衛
隊
エ

ア
ー
パ
ー
ク
と
う
な
ぎ
パ
イ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
鉄
板
コ
ー
ス

で
癒
さ
れ
て
帰
路
に
就
い
た
。

実
は
キ
ャ
ン
プ
の
当
初
か
ら
バ

ス
の
中
で
咳
を
す
る
私
を
含
め

た
複
数
の
会
員
が
い
た
。
帰
宅

後
、
多
く
参
加
者
が
厄
介
な
風

邪
に
か
か
り
、
喉
の
痛
み
、
咳

嗽
、
発
熱
が
2
～
3
週
間
も
継

続
し
た
こ
と
を
訴
え
た
。
お
そ

夏
季
キ
ャ
ン
プ

（
阿
智
村
で
美
し
い
星
空
を
眺

め
る
旅
）

　

2
0
1
8
年
9
月
15
日（
土
）

～
17
日（
月
）、
2
泊
3
日
の
旅

程
で
恒
例
の
夏
季
キ
ャ
ン
プ
を

行
っ
た
。
今
回
は
近
年
話
題
の

信
州
阿
智
村
ヘ
ブ
ン
ス
そ
の
は

ら
「
星
空
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
で
美

し
い
星
空
を
眺
め
よ
う
！
」
が

目
的
だ
。
15
日（
土
）早
朝
に
大

学
に
集
合
し
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

に
乗
り
込
ん
だ
。
ま
ず
は
小
雨

の
中
、
桜
で
有
名
な
伊
那
市
高

遠
城
址
公
園
に
向
か
っ
た
。
こ

こ
数
年
、
夏
季
キ
ャ
ン
プ
で
は

お
城
を
巡
る
こ
と
が
多
く
、
散

策
中
に
は
歴
史
話
が
炸
裂
し
て

い
た
。
そ
の
後
は
星
空
ツ
ア
ー

に
備
え
、
早
々
に
宿
泊
先
の
昼

神
温
泉
伊
那
華
に
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
を
し
た
。
夕
食
後
、
ヘ
ブ
ン

ス
そ
の
は
ら
へ
バ
ス
で
向
か
う

途
中
、
今
に
も
降
り
だ
し
そ
う

な
雨
を
心
配
し
た
。
ゴ
ン
ド
ラ

乗
り
場
の
駐
車
場
に
は
数
え

切
れ
な
い
ほ
ど
の
車
と
バ
ス

が
停
車
し
て
お
り
、
ゴ
ン
ド
ラ

待
ち
は
長
蛇
の
列
で
期
待
は

最
高
潮
に
達
し
て
い
た
。
標
高

1, 
4
0
0
m
の
高
原
で
、
午

後
9
時
か
ら
の
第
1
部
の
星
空

【 

連
絡
先 

】

柏か
し 

俣ま
た 

正ま
さ 

典の
り

（
歯
学
部
・
歯
科
薬
理
学
分
野
）

ら
く
キ
ャ
ン
プ
直
前
に
開
催
さ

れ
た
第
60
回
基
礎
医
学
会
総
会

（
福
岡
）で
移
っ
た
風
邪
が
自
然

に
親
し
む
会
の
会
員
に
蔓
延
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
今
年

は
少
々
不
運
な
夏
季
キ
ャ
ン
プ

で
あ
っ
た
。

　

2
0
1
9
年
度
の
夏
季
キ
ャ

ン
プ
は「
上
高
地
散
策
」の
予
定

で
あ
る
。
ご
期
待
あ
れ
。

同好会だより
ながら会

ス
キ
ー
同
好
会
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会

自 

然 

に 

親 

し 

む 

会

新
入
会
員
含
め
盛
会
の
内
に
締

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

幹
事
は
大
森（
歯
学
部
講
師

toshi@
dent.asahi-u.ac.jp

）

が
仰
せ
付
か
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
入
会
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
遠
慮
な
く
ご
一
報
を
く
だ
さ

い
ま
せ
。

　

昨
今
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

関
心
は
、
今
年
の
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
来
年
に

迫
っ
て
い
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
で
、
我
々
の
日
常
に
ま
で

浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
本
会
は
主
旨
で

あ
る“
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
す
る

こ
と
に
よ
り
自
己
啓
発
、
ス
ト

レ
ス
発
散
、精
神
的
健
康
増
進
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
高
め
る
”

を
掲
げ
、
例
年
通
り
体
育
会

の
応
援
を
中
心
に
活
動
し
ま

し
た
。

　

本
会
会
員
は
全

て
の
事
業
所
、
役

職
、
学
部
、
部
署
、

体
育
会
の
垣
根
を

越
え
、
特
に
女
性

が
増
え
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
ス

ポ
ー
ツ
人
気
の
高

ま
り
を
表
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
楽
し
み

の
懇
親
会
を
先
日

行
い
、
ご
多
忙
の

中
、宮
田
理
事
長
、

大
友
学
長
、
瑞
穂

ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ

ン
石
榑
理
事
長
に

も
ご
参
加
賜
り
、

【 

連
絡
先 

】

大お
お 

森も
り 

俊と
し 

和か
ず

（
歯
学
部
・
歯
科
補
綴
学
分
野
）

ス
ポ
ー
ツ
応
援
同
好
会

− 4 −− 5 −



　

本
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、
よ
り

多
く
の
皆
様
が
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
企
画
し
ま
す
の

で
、
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
2
0
1
9
年
か
ら
は

明
海
大
学
と
の
交
流
を
よ
り
一

層
図
る
た
め
、
宮
田
理
事
長
か

ら
の
ご
提
案
に
よ
り
、
同
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
年
2
回（
理
事
長

杯
を
含
む
。）開
催
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

第
50
回
朝
日
大
学
な
が
ら
会

ゴ
ル
フ
同
好
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
の
開
催
に
つ
い
て

　

本
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、

2
0
1
8
年
12
月
9
日（
日
）に

「
や
ま
が
た
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
美

山
コ
ー
ス
」
に
お
い
て
第
50
回

と
い
う
記
念
す
べ
き
ゴ
ル
フ

同
好
会
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
ま
わ

り
の
山
々
が
薄
ら
雪
化
粧
で
寒

い
季
候
で
し
た
が
、
宮
田
理
事

長
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
新

規
参
加
者
5
名
を
含
め
総
勢
27

名
が
参
加
す
る
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
9
時

か
ら
宮
田
理
事
長
に
よ
る
始
球

式
後
、
7
パ
ー
テ
ィ
ー
に
分
か

れ
、
皆
熱
心
に
プ
レ
ー
を
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

結
果（
優
勝
・
準
優
勝
・
3
位
）

は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優
　
勝

　

理
事
長　
　
　

宮
田　

淳　

準
優
勝

　

入
試
広
報
課　

吉
川　

充

3
　
位

　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

　
　
　
　
　
　
　

尹　

熙
喆

【 

連
絡
先 

】

都み
や 

尾お 

元も
と 

宣の
ぶ（

会
長
）

（
歯
学
部
・
歯
科
補
綴
学
分
野
）

古こ 

泉い
ず
み

　
尚た

か
し

（
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

事
務
課
）

釣 

り 

同 

好 

会
ら
2
～
5
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ

に
上
を
向
い
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
、
自
分
の
仕
掛
け
を
キ
ー
プ

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
釣
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
日
の
水
温
、
潮
の
流
れ
よ
っ

て
メ
バ
ル
の
活
性
が
異
な
り
ま

す
。
油
断
す
る
と
、
仕
掛
け
が

根
が
か
り（
底
に
引
っ
か
か
る

こ
と
。）し
て
、
オ
モ
リ
、
仕
掛

け
を
喪
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
た
め
釣
り
人
は
、
潮
の
流

れ
に
よ
る
水
深
の
変
化
を
、
竿

先
の
変
化
と
手
の
感
触
で
探
り

な
が
ら
オ
モ
リ
が
海
底
に
着
い

て
い
な
い
か
に
神
経
を
尖
ら
せ

ま
す
。
潮
が
い
い
と
き
に
は
、

仕
掛
け
6
本
の
針
に
6
匹
か
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、
船
は
ポ
イ

ン
ト
を
次
々
に
変
え
な

が
ら
、
約
6
時
間
の
釣

行
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
大
漁
と
は

い
か
な
か
っ
た
も
の
の

良
型
の
メ
バ
ル
加
え

て
、
カ
サ
ゴ
や
真
鯛
な

ど
を
釣
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

釣
り
に
少
し
で
も
興

味
が
あ
る
方
、
天
然
も

の
の
美
味
し
い
魚
を
手

に
入
れ
た
い
方
、
来
年

度
の
同
好
会
活
動
に
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
初
心
者
、
道
具

な
し
で
も
構
い
ま
せ
ん
、
酔
い

止
め
の
薬
だ
け
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。
釣
り
方
は
、
ベ
テ
ラ
ン

会
員
が
お
教
え
い
た
し
ま
す
の

で
安
心
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。（
魚
が
捌
け
な
い
と
い
う

方
も
、
ス
ー
パ
ー
の
鮮
魚
店
で

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
の
で
何
と
か
な
り
ま
す
。）

　

そ
れ
で
は
来
年
度
こ
そ
大
漁

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　

今
年
度
は
、
2
月
24
日（
日
）

に
師
崎
港
か
ら
七
福
丸
に
乗
っ

て
、
5
名
の
仲
間
で
釣
っ
て
楽

し
く
食
べ
て
美
味
し
い
メ
バ
ル

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
釣
行

に
出
か
け
ま
し
た
。

　

春
の
船
釣
り
は
、
メ
バ
ル
か

ら
始
ま
る
た
め
、
メ
バ
ル
は
春

告
げ
魚
と
も
呼
ば
れ
、
早
春

の
海
釣
り
の
代
名
詞
的
な
魚

で
す
。

　

20
～
30
セ
ン
チ
ほ
ど
の
体
で

す
が
、
強
烈
な
引
き
で
魚
と
の

や
り
取
り
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
あ
っ
さ
り
と
し

た
白
身
で
調
理
法
を
あ
ま
り
選

ば
な
い
と
こ
ろ
が
、
初
心
者
か

ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
多
く
の
釣
り

人
を
虜
に
し
て
い
ま
す
。

　

調
理
法
を
あ
ま
り
選
ば
な
い

と
言
っ
て
も
、
メ
バ
ル
と
い
え

ば
や
は
り
煮
つ
け
、
こ
れ
が
い

ち
ば
ん
代
表
的
な
食
べ
方
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
釣
っ
て
き

た
ば
か
り
の
鮮
度
の
い
い
も
の

は
、
身
が
プ
リ
プ
リ
と
し
て
甘

く
と
て
も
美
味
し
く
い
た
だ
け

ま
す
。
刺
身
や
塩
焼
き
、
干
物

は
も
ち
ろ
ん
、
か
ら
揚
げ
に
し

て
も
美
味
し
い
魚
で
す
。

　

メ
バ
ル
は
、
海
底
の
山
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
手
前（
駆
け

上
が
り
と
い
い
ま
す
。）に
底
か

【 

連
絡
先 

】

佐 

合 

克 

幸 

（
就
職
支
援
課
）

控
室
に
て
練
習
会
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の

中
で
囲
碁
を
打
っ
て
み
た
い
と

思
い
の
方
は
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
初
め
て
の
方
で
も
久
し
ぶ

り
の
方
で
も
歓
迎
で
す
。
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
、
一
度
本
会

へ
の
参
加
を
ご
検
討
下
さ
い
。

　

さ
て
、
本
会
で
は
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
2
月
23
日
に
日
本

棋
院
中
部
総
本
部
所
属
の
鶴
田

六
段
に
来
学
し
て
頂
き
、
講
義

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
分
の
石
を
ど
う
生
か
す
か
、

石
の
配
置
の
ど
こ
に
ス
キ
が
あ

る
の
か
、
な
ど
鋭
く
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
囲
碁
が
教
え

て
く
れ
る
大
局
観
や
勝
負
の

押
さ
え
ど
こ
ろ
と
い
う
の
は
、

日
々
の
業
務
や
各
人
の
人
生
に

も
活
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
大
き
な
方
針

を
決
め
た
上
で
、
相
手
の
筋
に

も
敬
意
を
持
ち
な
が
ら
自
分
の

筋
を
素
直
に
打
つ
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
囲
碁
で
は
だ

ま
し
や
弥
縫
策
は
必
ず
失
敗
し

ま
す
。
初
心
者
か
ら
有
段
者
ま

で
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
方
が
楽

し
ん
で
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
興
味
を
持
た
れ
て
い
る

皆
様
か
ら
の
ご
参
加
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
度
は
囲
碁
界
の

新
し
い
時
代
の
風
が
吹
い
た

年
で
し
た
。
井
山
本
因
坊（
29

歳
）の
国
民
栄
誉
賞
受
賞
に
続

い
て
、
小
学
4
年
生
の
仲
邑
菫

（
10
歳
）が
プ
ロ
棋
士
デ
ビ
ュ
ー

と
い
う
驚
き
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

り
ま
し
た
。
背
景
に
は
日
本
棋

院
が
中
国
や
韓
国
に
習
っ
て

作
っ
た
と
い
う
英
才
特
別
採
用

推
薦
制
度
が
あ
り
ま
す
。
国
内

で
は
最
強
の
井
山
さ
ん（
世
界

23
位
）や
、
そ
の
井
山
さ
ん
を

名
人
戦
で
破
っ
た
台
湾
出
身
の

張
栩
さ
ん（
同
74
位
）も
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
で
は
10
位
に
も
入
っ

て
ま
せ
ん
。
20
年
前
ま
で
は
世

界
を
引
っ
張
っ
て
い
た
日
本
の

棋
界
は
す
っ
か
り
後
塵
を
廃
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
30
歳
以

下
の
若
い
世
代
が
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
て
、
隣
国
や
A
I
の
打
ち

方
を
謙
虚
に
習
う
こ
と
で
着
実

に
力
を
つ
け
て
囲
碁
界
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
現

状
に
は
隔
世
の
感
を
覚
え
る
と

と
も
に
、
そ
の
姿
は
こ
れ
か
ら

の
日
本
が
進
む
１
つ
の
道
を
示

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

朝
日
大
学
な
が
ら
会
囲
碁
将

棋
同
好
会
で
は
毎
週
金
曜
の
朝

8
時
か
ら
、
五
号
館
の
非
常
勤

【 

連
絡
先 

】

河か
わ 

野の 

芳よ
し 

朗ろ
う

（
歯
学
部
・
口
腔
解
剖

 

内
線
：
1
4
0
7
）

講習会での多面打ちの場面

は
直
江
志
津（
海
津
市
南
濃
町

志
津
）や
、
赤
坂
な
ど
歴
史
的

に
刀
と
縁
の
深
い
土
地
が
多
く

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
岐
阜
か
ら

愛
知
に
か
け
て
は
、
柳
生
新
陰

流
や
、
宮
本
武
蔵
の
開
い
た
円

明
流
な
ど
の
古
流（
武
術
）の
伝

承
も
良
く
受
け
継
が
れ
て
い
る

土
地
柄
な
の
で
、
居
合
道
の
活

動
を
通
し
て
そ
う
し
た
地
域

の
人
や
文
化
に
も
接
し
て
ゆ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
稽

古
は
、
毎
週
月
曜
日
の
19
：
00

～
21
：
30
に
、
穂
積
中
学
の
剣

道
場
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
興
味
の
あ
る
方
は
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

　

な
が
ら
会
居
合
道
部
を
立
ち

上
げ
、活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

ま
だ
職
員
協
議
会
の
正
式
な
同

好
会
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
部
員
数
を
増
や
し
な

が
ら
申
請
す
る
予
定
で
す
。
居

合
道
と
い
え
ば
、
様
々
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
か
と
思
い

ま
す
。
試
し
切
り
を
す
る
の
か

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
私
共

が
も
っ
ぱ
ら
行
っ
て
い
る
の

は
、
日
本
剣
道
連
盟
の
定
め
る

制
定
居
合
12
本
の
型
を
中
心
と

す
る
稽
古
で
す
。
当
初
は
大
学

職
員
4
名
の
先
生
方
と
活
動
を

始
め
、
部
員
数
は
一
時
期
増
減

し
ま
し
た
が
、
現
在
は
5
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
居
合
道
は

剣
道
と
は
全
く
異
な
る
動
き
を

す
る
た
め
に
、
今
ま
で
武
道
に

全
く
経
験
の
な
い
人
で
も
一
か

ら
始
め
て
楽
し
む
こ
と
が
出
来

ま
す
。
稽
古
で
は
岐
阜
県
同
連

盟
の
香
村
師
範
ら
を
月
一
度
お

招
き
し
、
ご
指
導
を
仰
い
で
い

ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
私

共
の
部
に
所
属
し
て
初
め
て
居

合
を
始
め
た
方
が
昨
年
末
に
見

事
審
査
に
合
格
し
、
初
段
を
取

得
さ
れ
ま
し
た
。

　

閑
話
休
題
、
関
は
美
濃
伝
の

刀
の
産
地
と
し
て
有
名
で
す

が
、
そ
の
他
に
も
岐
阜
県
内
に

【 

連
絡
先 

】

近こ
ん 

藤ど
う 

信の
ぶ 

夫お

（
歯
学
部
・
口
腔
生
化
学
分
野

内
線
：
1
4
1
6
）

ゴ 

ル 

フ 

同 

好 

会

囲 
碁 

将 

棋 

同 

好 

会

居
合
道
部（
設
立
準
備
中
の
同
好
会
）
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麻 

雀 

同 

好 

会

芸
術
鑑
賞
同
好
会

知
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で

は
、
と
心
配
さ
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
決
し
て
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
芸
術

に
触
れ
、
素
直
に
色
々
な
感
想

を
持
つ
こ
と
は
自
由
で
あ
り
、

知
識
を
持
た
ず
と
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
を
会
員
同
士

で
共
有
す
る
の
も
楽
し
み
の
一

つ
で
す
。

　

ご
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

芸
術
鑑
賞
同
好
会
は
、
近
隣

の
美
術
展
、
音
楽
会
の
鑑
賞
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
ま
で
と
は
違
う
企
画
を

提
案
し
て
会
員
の
皆
様
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
世
話
人

も
情
報
収
集
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　

2
0
1
8
年
度
は
長
年
親
し

ん
で
き
た
美
術
館
が
閉
館
、
長

期
休
館
な
ど
で
利
用
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
目
新
し
い
美
術

館
、
博
物
館
な
ど
の
美
術
展
を

企
画
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ

理
由
か
ら
音
楽
会
の
企
画
も
増

や
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

芸
術
鑑
賞
は
理
論
や
歴
史
を

【 

文
責
・
連
絡
先 

】

安あ
ん 

藤ど
う 

美み 

紀き

（
図
書
館
事
務
課
）

　

次
年
度
も
2
月
頃
に
総
会
を

開
催
予
定
で
す
の
で
、
腕
に
自

信
の
あ
る
雀
士
も
始
め
て
の
方

も
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

麻
雀
同
好
会
は
毎
年
2
月
頃

に
総
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
度
も
2
月
28
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
毎
年
少
し
ず
つ

メ
ン
バ
ー
は
入
れ
替
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
も
12
名
の
腕

自
慢
？
が
集
ま
り
ま
し
た
。
半

チ
ャ
ン
3
回
の
合
計
得
点
で
競

い
合
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
優

勝
は
補
綴
科
の
渡
邊　

諒
先

生
、
準
優
勝
は
経
営
学
部
の
岩

崎
大
介
先
生
、
3
位
は
歯
周
病

科
の
北
後
光
信
先
生
で
し
た
。

ま
た
、
半
チ
ャ
ン
最

多
得
点
賞
は
学
事
1

課
の
浅
井
徹
義
さ
ん

が
、
名
誉
あ
る
？
半

チ
ャ
ン
最
低
得
点
賞

は
-70
点
で
補
綴
科
の

野
々
垣
龍
吾
先
生
が

と
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
他
の
賞
も
あ
り
、

今
年
も
お
お
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

私
の
記
憶
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
こ
れ
ま

で
役
満
は
出
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
今
回
は
優
勝
し

た
渡
邊　

諒
先
生
が

国
士
無
双
を
あ
が

り
、
役
満
賞
も
と
ら

れ
ま
し
た
。

【 

連
絡
先 

】

山や
ま 

内う
ち 

六む
つ 

男お

同
好
会
の
存
在
は
、
普
段
か
ら

運
動
不
足
解
消
を
願
っ
て
い
る

方
に
と
っ
て
良
い
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
主
な
活
動
は
A
U
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
女
子
更
衣
室
内
ス
タ

ジ
オ
で
行
っ
て
お
り
、
参
加
申

込
、
見
学
希
望
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
体
が
気
に
な
る

方
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い

方
、
一
人
で
は
な
か
な
か
続
か

な
い
方
等
々
、
ど
な
た
も
歓
迎

い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
誰
で
も
手

軽
に
始
め
ら
れ
る
有
酸
素
運
動

で
す
。
ま
た
、
世
界
的
に
認
め

ら
れ
た
競
技
ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
の
同
好
会
で

も
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
初
心
者
ま

で
、
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
特
別
な
装

備
は
必
要
な
く
、
運
動
の
で
き

る
服
装
と
靴
が
あ
れ
ば
始
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
近

年
は
ヨ
ガ
や
ピ
ラ
テ
ィ
ス
な
ど

の
室
内
運
動
と
と
も
に
、
負
担

に
な
ら
ず
健
康
増
進
で
き
る
種

目
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

【 

文
責 

】

安あ
ん 

藤ど
う 

美み 

紀き

（
図
書
館
事
務
課
）

【 

連
絡
先 

】

大お
お 

橋は
し 

た 

み 

え

（
歯
学
部
・

　社
会
口
腔
保
健
学
分
野
）

安あ
ん 

藤ど
う 

美み 

紀き

（
図
書
館
事
務
課
）

フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
作
製
し
ま
し

た
。
第
2
回
企
画
で
は
「
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
を
作
ろ
う
！
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
た
だ
い
ま
流
行

り
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
第
3
回
企
画
は

「
年
末
年
始
の
花
あ
し
ら
い
」と

い
う
テ
ー
マ
で
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ

シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
も
使
い
、
ク

リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
の
花
飾
り

を
作
製
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

本
年
度
最
後
の
第
4
回
企
画
は

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
中
心
に
自

由
な
ア
レ
ン
ジ
が
楽
し
め
る
よ

う
に
「
花
マ
ル
シ
ェ　

ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
を
飾
ろ
う
！
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
活
動
し
ま
し
た
。

　

本
会
は
プ
ロ
の
指
導
を
受
け

る
な
ど
の
本
格
的
な
も
の
で
は

な
く
、「
見
よ
う
見
ま
ね
で
楽

し
む
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
お
花
が
お
好
き

な
方
、ご
興
味
が
お
あ
り
の
方
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ド
ラ
イ
＆
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
サ
ー

ク
ル
は
2
0
1
8
年
度
に
新
た

に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
は

年
に
4
～
5
回
×
2
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
2
0
1
8
年
度

は
4
回
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
制
作
を
各
回

2
回
開
催（
第
3
回
の
み
1
回

の
開
催
）し
、
お
も
い
お
も
い

の
花
あ
し
ら
い
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

活
動
内
容
を
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、
第
1
回
企

画
で
は
「
ガ
ラ
ス
の
器
で
プ
チ

ア
レ
ン
ジ
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
い
ボ
ト
ル

【 

連
絡
先 

】

川 
木 

晴 

美 
（
歯
学
部
・
口
腔
生
化
学
分
野
　

内
線
：
1
4
1
7
）

硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会 

　

2
0
1
8
年
度
は
去
年
同

様
、
1
～
2
ヶ
月
に
一
度
練
習

会
を
開
く
予
定
で
し
た
。
し
か

し
、
会
場
の
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン

タ
ー
の
屋
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

18
時
以
降
の
予
約
が
と
り
に

く
く
不
定
期
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

毎
回
18
時
過
ぎ
か
ら
コ
ー
ト

を
１
面
借
り
、
2
時
間
程
度
テ

ニ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

全
く
の
初
心
者
か
ら
コ
ー
チ

レ
ベ
ル
ま
で
参
加
者
の
ス
キ
ル

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
各
々
楽

し
み
な
が
ら
体
を
動
か
し
て
い

ま
す
。

　

硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会
へ
の
参

加
は
、
経
験
者
・
初
心
者
問
は

ず
大
歓
迎
で
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
を

お
持
ち
で
な
い
方
の
た
め
に
、

道
具
の
準
備
も
あ
り
ま
す
。
練

習
会
に
参
加
ご
希
望
の
か
た

は
、お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

【 

連
絡
先 

】

金か
な 

山や
ま 

圭け
い 

一い
ち

（
歯
学
部
・
歯
周
病
学
分
野
）

ド
ラ
イ
＆
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ク
ル

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
同
好
会

− 8 −− 9 −



「
な
が
ら
会
」規
約

（4）
支
部
幹
事
会
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
前
条
第
3
項
乃
至
第

5
項
を
準
用
す
る
。

（5）
支
部
長
は
、
当
該
事
業
所
に

つ
い
て
第
4
条
第
1
項
第
3

号
の
任
務
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

【
役
員
の
任
期
】

●
第
12
条

　

幹
事
及
び
監
査
委
員
の
任
期

は
2
年
と
し
、
4
月
1
日
か

ら
翌
々
年
3
月
末
日
ま
で
と

す
る
。
任
期
満
了
直
近
の
総

会
に
お
い
て
改
選
す
る
。
幹

事
及
び
監
査
委
員
は
、
新
た

に
幹
事
及
び
監
査
委
員
が
選

任
さ
れ
る
ま
で
の
間
そ
の
職

務
を
継
続
す
る
権
利
を
有

し
、
義
務
を
負
う
。

2
幹
事
及
び
監
査
委
員
は
、
再

任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
幹
事
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き

は
、
第
7
条
に
よ
り
幹
事
の

選
任
を
行
う
。
た
だ
し
、
欠

員
が
当
該
事
業
所
の
幹
事
数

の
3
分
の
1
以
内
の
と
き
は

欠
員
補
充
を
行
わ
な
い
こ
と

が
で
き
る
。
補
欠
の
幹
事
の

任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期

間
と
す
る
。

4
監
査
委
員
に
2
人
以
上
欠
員

が
生
じ
た
と
き
は
、
第
8
条

に
よ
り
監
査
委
員
の
選
任
を

行
う
。

【
総
　
会
】

●
第
13
条

　
総
会
は
、
こ
の
会
則
で
定
め

る
事
項
を
決
議
す
る
。

【
総
会
の
組
織
等
】

●
第
14
条
　

　

総
会
は
、
会
員
に
よ
り
こ
れ

を
組
織
す
る
。

2
総
会
は
、
代
表
幹
事
が
招
集

し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

3
総
会
は
、
会
員
の
4
分
の
1

以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
会

議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
委
任
状
を
提

出
し
た
者
は
出
席
し
た
も
の

と
み
な
す
。

4
会
員
は
、
代
理
人
に
議
決
権

の
行
使
を
委
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
会
員
以

外
の
者
は
代
理
人
と
な
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

5
総
会
の
議
事
は
、
特
別
の
定

め
の
な
い
限
り
、
出
席
し
た

会
員
の
過
半
数
で
決
す
る
。

【
定
期
総
会
等
】

●
第
15
条
　

　

総
会
は
、
定
期
総
会
を
毎
年

12
月
に
開
催
し
、
臨
時
総
会

は
、
幹
事
会
が
必
要
と
認
め

た
と
き
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
会
員
総
数
の
5

分
の
1
以
上
の
会
員
か
ら
要

求
が
あ
っ
た
場
合
、
代
表
幹

事
は
30
日
以
内
に
総
会
を
招

集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
総
会
の
審
議
事
項
】

●
第
16
条
　

　

次
の
事
項
は
、
総
会
に
付
議

し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（1）
事
業
計
画
及
び
予
算

（2）
事
業
報
告
及
び
決
算

（3）
会
員
の
除
名

（4）
会
則
の
改
廃

（5）
そ
の
他
本
会
に
関
す
る
重
要

事
項

【
役
員
の
解
任
】

●
第
17
条
　

　
総
会
は
、
役
員
に
著
し
い
非

行
そ
の
他
役
員
と
し
て
ふ
さ

わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
出
席
し
た
会
員

の
3
分
の
2
以
上
の
議
決
に

よ
り
、
当
該
役
員
を
解
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

【
本
学
と
の
協
議
・
決
定
事
項
】

●
第
18
条
　

　

会
員
か
ら
の
意
見
、
要
望
等

の
表
明
、
伝
達
又
は
協
議
が

必
要
な
場
合
、代
表
幹
事
は
、

本
会
を
代
表
し
て
本
学
に
そ

の
意
見
、
要
望
を
伝
達
し
、

ま
た
、
本
学
と
協
議
し
、
代

表
者
間
で
署
名
又
は
記
名
押

印
し
、
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

2
前
項
の
協
定
書
に
定
め
る
事

項
は
、
原
則
と
し
て
会
員
に

対
し
て
効
力
を
有
し
、ま
た
、

本
会
は
こ
の
協
定
書
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、
本
学

に
対
し
て
権
利
を
有
し
、
義

務
を
負
う
。

3
協
定
書
等
に
よ
り
会
員
に
対

し
効
力
の
及
ぶ
事
項
及
び
会

員
に
周
知
す
る
必
要
の
あ
る

事
項
に
つ
い
て
は
掲
示
、
回

覧
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
周

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
本
学
に
対
し
会
員
か

ら
の
意
見
、要
望
等
を
表
示
、

伝
達
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
相
当
と
認
め
る
方
法
で

会
員
か
ら
意
見
、
要
望
等
を

聴
取
す
る
も
の
と
す
る
。

【
会
員
資
格
の
喪
失
】

●
第
19
条
　

　

会
員
は
、
次
の
各
号
に
該
当

し
た
と
き
は
会
員
資
格
を
失

う
。

（1）
本
学
と
の
雇
用
契
約
が
終
了

し
た
と
き

（2）
退
会
届
を
提
出
し
、
受
理
さ

れ
た
と
き

（3）
総
会
に
よ
り
除
名
さ
れ
た
と

き
（4）
第
3
条
第
1
項
に
定
め
る
資

格
要
件
を
失
っ
た
と
き

【
除
　
名
】

●
第
20
条

　

会
員
に
次
の
事
項
に
該
当
す

る
事
由
が
あ
る
と
き
、
総
会

は
当
該
会
員
を
除
名
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（1）
会
費
の
支
払
い
を
3
ケ
月
以

上
怠
っ
た
と
き

（2）
そ
の
他
本
会
の
会
員
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ

っ
た
と
き

【
会
　
計
】

●
第
21
条
　

　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年

4
月
1
日
か
ら
3
月
末
日
ま

で
と
す
る
。

【
会
　
費
】

●
第
22
条
　

　

会
費
は
、
月
額
100
円
と
し
、

毎
月
所
定
の
期
日
ま
で
に
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
助
　
成
】

●
第
23
条

　

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
、
諸
行
事
を

【
名
　
称
】

●
第
1
条
　

　
本
会
は
、朝
日
大
学
職
員
協

議
会「
な
が
ら
会
」と
称
す
る
。

【
目
　
的
】

●
第
2
条
　

　
本
会
は
、
学
校
法
人
朝
日
大

学（
以
下「
本
学
」と
い
う
。）

と
そ
の
職
員
が
、
建
学
の
精

神
に
則
り
、
相
互
に
相
手
方

の
立
場
を
尊
重
し
、
か
つ
、

理
解
と
信
頼
を
深
め
、
本
学

の
発
展
の
た
め
必
要
な
協
力

を
す
る
こ
と
並
び
に
会
員
相

互
の
親
睦
と
会
員
の
福
利
厚

生
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に

会
員
か
ら
本
学
へ
要
望
等
が

あ
る
場
合
、
本
会
が
定
め
た

代
表
者
を
通
じ
て
こ
れ
を
伝

達
し
、
協
議
の
場
を
持
つ
こ

と
等
を
目
的
と
す
る
。

【
会
員
資
格
】

●
第
3
条
　

　
本
会
は
、
本
学
に
勤
務
す
る

者
で
1
年
を
超
え
る
期
間
、

常
時
雇
用
さ
れ
る
者
を
も
っ

て
組
織
す
る
。
た
だ
し
、
本

学
特
別
契
約
職
員
規
程
に
基

づ
き
採
用
さ
れ
た
職
員
、
本

学
嘱
託
職
員
規
程
及
び
本
学

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
規
程
に
基

づ
き
採
用
さ
れ
て
い
る
職
員

で
週
4
日
以
上
勤
務
す
る
者

は
会
員
資
格
を
有
す
る
も
の

と
す
る
。

2
本
学
の
役
員
及
び
参
与
は
、

会
員
資
格
を
有
し
な
い
も
の

と
す
る
。

3
本
会
の
会
員
資
格
を
有
す
る

者
は
、
入
会
届
を
第
10
条
に

定
め
る
幹
事
会
に
提
出
し
、

本
会
の
会
員
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
事
　
業
】

●
第
4
条
　

　
本
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
次
の
事
業
等
を
行

う
。

（1）
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

行
事
の
企
画
及
び
実
行
に
関

す
る
こ
と

（2）
会
員
の
勤
務
条
件
及
び
福
利

厚
生
等
に
関
し
て
本
学
に
対

し
意
見
、
要
望
を
表
明
、
伝

達
し
、
ま
た
、
本
学
と
協
議
・

協
定
す
る
こ
と

（3）
労
働
基
準
法
そ
の
他
法
令
に

定
め
る
従
業
員
の「
過
半
数

代
表
者
」と
し
て
の
任
務
を

行
う
こ
と

（4）
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成

に
必
要
な
こ
と

2
前
条
の
定
め
に
か
か
わ
ら

ず
、
前
項
第
1
号
に
定
め
る

行
事
に
つ
い
て
は
、
幹
事
会

の
決
定
に
よ
り
会
員
以
外
の

者
の
参
加
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

【
本
部
及
び
支
部
】

●
第
5
条
　

　
本
会
は
、
事
務
所（
本
部
）を

朝
日
大
学
内
に
置
く
。

2
本
会
は
、
穂
積
事
業
所
、
医

科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業

所
及
び
朝
日
大
学
病
院
事
業

所
に
そ
れ
ぞ
れ
支
部
を
置
く
。

【
役
　
員
】

●
第
6
条
　

　
本
会
に
、次
の
役
員
を
置
く
。

（1）
幹
事	

14
名
以
上
19
名
以
内

（2）
監
査
委
員	

3
名
以
内

2
幹
事
の
う
ち
1
名
を
代
表
幹

事
と
し
、
幹
事
総
数
の
過
半

数
の
議
決
に
よ
り
選
任
す

る
。
た
だ
し
、
代
表
幹
事
の

職
を
解
任
す
る
と
き
は
、
幹

事
総
数
の
3
分
の
2
以
上
の

議
決
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

3
代
表
幹
事
の
職
務
を
助
け
る

た
め
、
副
代
表
幹
事
1
名
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。
副
代

表
幹
事
の
選
任
、
解
任
に
つ

い
て
は
前
項
を
準
用
す
る
。

【
幹
事
の
選
任
】

●
第
7
条
　

　
幹
事
は
、
次
の
各
号
に
定
め

る
各
事
業
所
の
各
部
門
ご
と

に
定
め
た
数
と
し
、
各
部
門

か
ら
相
当
な
方
法
で
あ
ら
か

じ
め
推
薦
さ
れ
た
者
の
う
ち

か
ら
総
会
に
お
い
て
選
任
す

る
。
た
だ
し
、
労
働
基
準
法

第
41
条
第
2
号
に
定
め
る
者

は
幹
事
と
な
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

　
穂
積
事
業
所

（1）
法
学
部	

1
名

（2）
経
営
学
部	

1
名

（3）
歯
学
部（
朝
日
大
学
病
院
に

併
任
さ
れ
て
い
る
医
系
教
育

職
員
者
を
除
く
）	

2
名

（4）
事
務
局
各
室
・
部（
朝
日
大

学
病
院
事
務
部
を
除
く
）事

務
職
等	

4
名

（5）
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校	

1
名

（6）
留
学
生
別
科	

1
名

（7）
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー	

1
名

　
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業
所

（1）
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
医

療
職	

2
名

（2）
医
科
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
事

務
職
等	

1
名

　
朝
日
大
学
病
院
事
業
所

（1）
朝
日
大
学
病
院
に
併
任
さ
れ

て
い
る
歯
学
部
医
系
教
育
職

員	

1
名

（2）
朝
日
大
学
病
院
医
療
職	

2
名

（3）
朝
日
大
学
病
院
事
務
職
等	

2
名

【
監
査
委
員
の
選
任
】

●
第
8
条
　

　
監
査
委
員
は
、
本
会
の
会
員

で
、
幹
事
会
に
お
い
て
推
薦

さ
れ
た
者
の
う
ち
か
ら
総
会

に
お
い
て
選
任
す
る
。

【
代
表
幹
事
等
の
任
務
】

●
第
9
条
　

　
代
表
幹
事
等
の
任
務
は
次
の

と
お
り
と
す
る
。

（1）
代
表
幹
事
は
、
本
会
を
代
表

し
、
会
務
を
統
括
す
る
と
と

も
に
、
各
事
業
所
に
つ
い
て

第
4
条
第
1
項
第
3
号
の
任

務
を
行
う
。

（2）
副
代
表
幹
事
は
、
代
表
幹
事

を
補
佐
し
、
代
表
幹
事
に
事

故
あ
る
と
き
は
そ
の
任
務
を

代
行
す
る
。

（3）
本
会
に
、
庶
務
、
会
計
を
担

当
す
る
た
め
、
幹
事
会
の
選

任
に
よ
り
庶
務
幹
事
、
会
計

幹
事
を
各
2
名
置
く
も
の
と

す
る
。

（4）
監
査
委
員
は
、
本
会
の
業
務

監
査
及
び
会
計
監
査
を
行
う
。

【
幹
事
会
】

●
第
10
条
　

　
本
会
に
、
幹
事
を
も
っ
て
組

織
す
る
幹
事
会
を
置
く
。

2
幹
事
会
は
、
次
の
事
項
を
審

議
す
る
。

（1）
総
会
に
提
案
す
る
事
項

（2）
総
会
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の

執
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

（3）
会
員
資
格
の
審
査

（4）
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
必
要
な
事
項

3
幹
事
会
は
、
代
表
幹
事
が
招

集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

4
幹
事
会
は
、
過
半
数
の
幹
事

が
出
席
し
な
け
れ
ば
会
議
を

開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

5
幹
事
会
の
議
決
は
、
出
席
幹

事
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否

同
数
の
と
き
は
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

【
支
部
幹
事
会
】

●
第
11
条

　
幹
事
会
の
も
と
に
、
各
事
業

所
毎
に
支
部
幹
事
会
を
置

く
。

（1）
支
部
幹
事
会
は
、
各
事
業
所

に
お
け
る
第
7
条
各
号
に
定

め
る
各
部
門
か
ら
選
任
さ
れ

た
幹
事
に
よ
り
構
成
す
る
。

（2）
幹
事
会
は
、
各
事
業
所
の
み

に
関
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事

項
に
つ
い
て
は
、
支
部
幹
事

会
に
議
決
を
委
ね
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
支
部
幹

事
会
に
お
け
る
議
決
結
果
に

つ
い
て
、
支
部
長
は
速
や
か

に
幹
事
会
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（3）
支
部
長
は
、
各
支
部
の
幹
事

の
う
ち
か
ら
幹
事
会
で
選
任

す
る
。

実
施
し
、
幹
事
会
の
認
め
た

同
好
会
活
動
を
支
援
す
る
。

2
前
項
の
諸
行
事
及
び
同
好
会

活
動
そ
の
他
本
会
の
運
営
に

関
し
、
本
会
は
本
学
か
ら
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。

【
雑
　
則
】

●
第
24
条

　

こ
の
会
則
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
別
に

定
め
る
。

ながら会　幹事
近 藤 信 夫（歯学部）
下 條 芳 明（法学部）
北 端 恵 子（保健医療学部）
田 村 真 依（歯科衛生士専門学校）
今 泉 佳 宣（教育職）
水 谷　 智（医療職）
有 川 信 穂（医療職）
青 木 要 介（事務局）
古田香名子（事務局）
和 田 一 徳（事務局）
柏 俣 正 典（歯学部）

新 井 祐 子（経営学部）
藤田裕一郎（留学生別科）
山下廉太郎（教職課程センター）
内 藤 恭 子（保健医療学部）
山 北 博 子（医科歯科医療センター）
片 岡 彩 伽（医療職）
西 野 裕 子（医療職）
小 島 綾 子（医療職）
川久保砂奈江（医療職）
佐藤あや子（事務職）
川 上 健 一（事務局）

朝
日
大
学
職
員
協
議
会
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